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表紙写真　
青山学院初等部ハンドベルクワイア

11/25金
アドヴェント礼拝 Ⅰ
11/17木
創立記念礼拝
11/15火
収穫感謝礼拝

7/13水
終業礼拝

9/22木
おじいさま・あばあさまと一緒に
過ごす会

9/2金
始業礼拝

6/13月
こどもの日・花の日礼拝

8：25～8：50

Ａグループ

10/11火
聖書週間特別礼拝

8：25～8：50

10/26水
となり人を覚える礼拝

8：25～8：50

11/15火
創立記念礼拝

8：25～8：50

11/21月
感謝祭礼拝

8：25～8：50

9：30～11：30
校内清掃

7/14木 16土
1年生なかよしキャンプ

8/29月
教職員退修会（修養会）

Bグループ21木 23土

5/31火 6/3金

6/20月 24金

8/1月 3水

30火

特別養護老人ホーム「救世軍恵泉ホーム」

高等部追分寮

講師　鈴木 義嗣
　　　（日本基督教団港南希望教会牧師）

伝道週間

7/18月
老人ホーム訪問

緑蔭キャンプ

9/2金
ＣＦワーク

8：40～9：2011/4金
創立記念礼拝

10/20木 桜町病院聖ヨハネ・ホスピス、
愛隣会白寿荘

ホスピス訪問（３年）
老人ホーム奉仕（１,2年）

沖縄平和教育旅行（3年生）

約３５年前に創立された、日本のハンドベル
クワイアとしては草分け的な存在です。現
在、３～６年生１６名。礼拝奉仕を中心に活
動しています。（写真は５・６年生）

CHRISTIANBOOKS & CDsシリーズ ・ 私の教会 シリーズ ・ キリスト教関連メディア紹介

心にもケアを日本福音キリスト教会連合

鶴ヶ島聖書教会

戸井田 直人
初等部教諭

　1967年に埼玉県鶴ヶ島の地で、セ
ンド国際宣教団（元極東福音十字
軍）から派遣された宣教師、モアハウ
ス師により宣教が始められました。セ
ンドは、教会建設を目的として、主に
関東地方の農山村へと宣教師を派
遣していました。そうして生まれた教
会の一つに当教会がありました。
　鶴ヶ島市は埼玉県のほぼ中央に
位置し、圏央道と関越自動車道の交
わる地でもあります。1989年には同市
内に新しく土地が与えられ、現在の
会堂が建てられました。聖書宣教会
で学ばれ、横浜と函館で長く牧会さ
れた経験豊かな鎌田雅人師を、1999
年に牧師としてお迎えして現在に至
っています。
　鎌田牧師は、鶴ヶ島聖書教会を
「天国の前味を感じさせる教会」だ
とおっしゃっています。そこで私の感
じている「天国の前味」をご紹介し
ます。
　当教会では、幼子から年配者まで
各世代に渡って毎週35人前後の
方々が礼拝に集います。幼子からは
素直な信仰心を学び、また年配者か
らは信仰生活の証を伺い、多くの励
ましを受けています。私にとっては、両
親以外の大人から愛情と教えを受
け、信仰が育まれた場でもあります。
世代を越えた豊かな交わりがそこに
はあります。

　飾らずにそのままの自分でいられ
る教会でもあります。様 な々持ち味の
方々が、互いに受け入れ合って礼拝
を守っています。広くはない礼拝堂で
すが、それぞれに落ち着く居場所が
あり、安心して教会に集えるようです。
交わりの場として、月１回の各会祈祷
会が用意されています。青年会、婦
人会、壮年会に分かれて、それぞれ
の置かれている状況や祈りの課題を
分かち合って、互いのために祈りま
す。もう一つ、礼拝後の食事の時も毎
週楽しみな交わりの機会です。イエス
様が食事の交わりを大切にされたこ
とに倣っています。肩肘張らない交わ
りがそこにはあります。
　神の家族としての恵みを豊かに味
わうことができるのが、鶴ヶ島聖書教
会の良さと言えそうです。さらに多く
の方 と々共に「天国の前味」を分か
ち合っていきたいと願っています。
　教会の庭には、毎年豊かな実を結
ぶいちじくの木が植えられています。
イスラエル産のいちじくとのことで、一

般に日本で売られている物とは違い
赤くならない品種のようですが、甘さ
は抜群です。アドヴェントの時期にな
ると、葉を落とした後の枝に、電飾を
巻き付けるために木に上がることが
あります。そうすると、ザアカイに起こっ
た出来事が思い出されます。
　心の中心に、そして教会の中心に
いつもイエス様をお迎えして歩んで
いくものでありたいです。

　青山学院には初等部から大学
までそれぞれ吹奏楽の団体があ
り、200名以上の児童･生徒･学生
が在籍しています。私は中等部の
吹奏楽部の顧問をしていますが、
70名以上の生徒が在籍し日々練
習をしています。普段吹奏楽は、ク
ラシックからオリジナル作品、ジャズ・
ポップスまで幅広いジャンルの音楽
を演奏していますが、ここでは吹奏
楽のために書かれたオリジナル作
品のうち、キリスト教や聖書と関係
の深い作品をいくつか紹介したい
と思います。

１．ヤン・ヴァンデルロースト
　『カンタベリー・コラール』
　ヴァンデルロースト（1956～）はヨ
ーロッパで今もっとも有名な吹奏楽
の作曲家の一人ですが、この作品
は作者がイギリス国教会の総本山
カンタベリー大聖堂を訪れた際得
たインスピレーションをもとに作曲さ
れた、美しくそしてゴシック建築の
大聖堂を思わせるような堂 と々した
コラールです。このＣＤでは、吹奏楽
とパイプオルガンが共演し、より荘厳
な雰囲気を醸し出しています。

２．デヴィッド・ホルジンガー
　『シンフォニア・ヴォーチ』
　『子ども讃美歌』他
　ホルジンガー（1945～）はアメリカ
の教会のオルガニスト兼専属作曲
家ですが、吹奏楽の作品ではストラ
ヴィンスキーやオルフを彷彿させるリ
ズミカルでダイナミックな作品を数多
く書いています。このＣＤは、特に讃
美歌をテーマにした作品が集めら
れていて、『子ども讃美歌』は『主、
我を愛す』を美しい和音で編曲、他
にも讃美歌520番や『アメージング・
グレース』などの讃美歌をテーマに
した曲が収められています。一方
『シンフォニア・ヴォーチ』は作曲者の
本領を発揮した合唱と吹奏楽を融
合させた力強い聖歌です。

３．樽屋雅徳
　『マリアの七つの悲しみ』
　『ラザロの復活』『ノアの箱舟』
　最後に日本人の作曲家、樽屋雅
徳（1978～）氏の作品を紹介しま
す。このCDに収められた全10曲中3

曲が、聖書をテーマとした作品とな
っています。樽屋氏は今、吹奏楽の
世界で最も人気のある日本人作曲
家で、中等部の吹奏楽部もコンクー
ルなどで毎年のように演奏し、部員
たちが最も好きな作曲家です。それ
ぞれの曲は聖書に描かれているシ
ーンがまるで絵画のように目の前で
展開しているかのような、ある時は
静かに美しく、またある時にはダイ
ナミックに圧倒的な音響とともに表
現され、聴く者を聖書の世界へと引
き込んでくれます。

　旧約聖書の詩編98編や150編な
どには、「人々にラッパや角笛を吹
き、太鼓やシンバルを鳴らし神を賛
美せよ」という詩が載っています
が、私はラッパや太鼓は人の声と共
に、最も古くから、神を讃美する際
人々が奏でたものではないか、と思
っています。そういう意味では、時に
は礼拝でこの詩編のように吹奏楽
が演奏される機会があっても良い
のではないか、と思っています。

〒350-2203
埼玉県鶴ヶ島市上広谷718-20

交通
● 東武東上線「鶴ヶ島」又は「若葉」駅から
　いずれも徒歩約15分
● 関越自動車道「鶴ヶ島」ICから約10分

電話 : 0492-86-4021
Fax : 0492-71-3420
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吹奏楽とキリスト教音楽

上野　亮
中等部教諭

1. 交響詩「スパルタクス」　大阪市音楽団　ヤン・ヴァンデルロースト　fontec/FOCD9181
2. The Symphonic Wind Music of David R. Holsinger  Vol.2  TRN/MCD-1862
3. 樽屋雅徳作品集 Ⅱ　ラザロの復活　CAFUA/CACG-0150
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東日本大震災によって筆舌に尽くしがたい痛み、悲しみを受けたすべての方々の上
に、主の慰めと支えとが豊かにありますよう心からお祈りいたします。本号では、特集と
して新しく青山学院での生活を始められた皆さんに向けたメッセージを各部からご寄稿
いただきました。来月にはペンテコステ（Pentecost）を迎えます。聖霊に導かれつつ、
「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」（ローマの信徒への手紙12:15）との
聖書の言葉を胸に刻みたいと願います。

シリーズ地の塩、世の光

大学宗教主任　大宮　謙

写真家、ジャーナリスト
桃井 和馬

神にゆだねる
　都市と辺境の違いでもっとも顕著なのは、人間
と自然の関係だと私は考えています。たとえば突
然雨が降り出した時、都会人はきっと「嫌だなぁ、
早くやまないかなぁ」と愚痴るでしょう。しかし辺境
で自然と共に生活する人は、絶対にそれを口にし
ません。なぜなら雨は人間が願っても、願わなくて
も、止む時は止み、止まない時は止まないからで、
彼らは、雨が人間の願いを超えた領域の出来事
であることを知っているのです。そして、たとえ雨
が降って身体が濡れても、じっと歯を食いしばって
晴れを待ち続けるのです。
　こうした状況を目にすると、私はいつも神学者
ニーバーの有名な祈りを思い出します。

　「神さま、変えることのできるものについて、それ
を変えるだけの『勇気』を我々に与えて下さい。変
えることのできないものについては、それを受け入
れるだけの『冷静さ』を与えて下さい。そして神さ
ま、変えることができるものと、変えることができな
いものとを識別する知恵を与えて下さい。」

　都市とはすなわち、人間が自然を細部まで徹
底的にコントロールした空間です。夜でも昼間の
ようなコンビニ店内、自宅も会社も空調が完備さ
れ、身体に負担をかけない長距離移動も当たり前
になりました。しかしそのことにより、そこで生活す
る人々は、変えることができるものと、変えることが
できないものとを識別する知恵を失ってしまったの
です。
　私の妻は４年前、41歳の時に突然病気を発症
し、10日後に亡くなりました。この時、私はあえて
「奇跡的な回復」を祈りませんでした。医師にす
べての情報を公開してもらい、医学的に最善を尽
くしてもらった上で、最後は神にすべてをゆだねる
決心をしたからです。神が人間を遙かに超えた
存在だとするなら、死の淵で奇跡が起きるか、起
きないかは、神が決めることで、人間が願うべきも
のではない。これが追い詰められた中での覚悟
でした。
　「勇気」も「冷静さ」も、すべては「神にゆだね
る」ことから生まれます。
　現在、人間は地球の自然を凄まじい勢いで破
壊し続けています。地球環境が破壊されたなら
生きられない私たち人間にとって、今もっとも必要
なのは、本当の意味での「知恵」を持つことでは
ないでしょうか。

高等部教諭
渡辺　健

　青山キャンパスに並ぶ銀杏の新緑が目に眩
しい季節になりました。芽吹いていくその木々に
初夏の息吹を感じます。それぞれ新しい環境
の中にもある程度慣れ、毎日の生活を送られて
いることと思います。また気持ちも張り、体力だ
けでなく少し心にも疲れを感じているころかもし
れません。たまには心の手入れについて考えて
みてはどうでしょう。

自然に触れる
　真冬のキャンプ場、－5℃。凍った湖に朝日が
差し始める様子を宿泊していたキャビンから一
人でボーっと見下ろしていたら、キツネがとこと
ことその湖上を通り過ぎていきました。この冬の
ことです。自然の中に入ると、このような何気な
いひと時に私は何とも言えない心の安らぎを覚
えます。このように私は、時々自然の中に入って
ゆっくり時間を過ごすようにしています。神様の
創造した自然をボーっと眺めていると、気持ち
が落ち着いていくのがわかります。都会で忙し
い生活をしていると、知らず知らずのうちに、心
にかすり傷や切り傷ができていくような気がして
いますが、そんな傷が中から癒されていくのか
もしれません。遠出ができない時は代々木公園
でもいいと思います。たまには木の臭いを嗅ぎ
ながら、芝の上に仰向けに寝転がるなんてのも
いいかもしれません。

信じて待つ
　もともとせっかちな私は、時々努めてじっくり待
つようにしています。忍耐することによって、心が
養われる気がします。この通信機器が発達した
時代、私たちは待つことが少なくなりました。
i Pad にSkype。知りたい情報は何でもすぐに
手に入るし、世界中の人と瞬時に連絡を取るこ
ともできます。便利な世の中ですね。しかしその
反面、便利さだけを求めてしまう時に、私たちの
心は浅く表面的な部分で揺れ動くような気がし
ます。勉強、部活、自分が新しく始めたことにつ
いて、性急に答えや結果を求めないほうがいい
場合もあるように思えます。特に人間関係にお
いては重要かもしれません。
　約20年前、アメリカに留学した際、家族や友
人とのやりとりは手紙が主でした。こちらから出
した手紙の返事は早くて十日後。返事が遅れ
れば、いろんなことを考えたりもしました。手紙は
着いたか、返事は書いてくれたのか、相手に何
かあったのか。それでも待つ。忍耐した時間が
長ければ長い程、返事をもらった時の喜びもひ
としお、なんてことが懐かしいです。
　しかしその一方で、私たちは時として、信じ
て待った末に大きな傷を心に受ける事があり
ます。無駄なことをするんじゃなかったと後悔し
てしまうようなこともあるでしょう。それでも私は、
この信じて待っている過程で心が養われ、後
には、その傷も深い部分でしっかりと癒される
ものだと感じています。
　聖書にある“愛”の定義に“忍耐”があります。
また神様は“最善を行う方”、ともあります。今の
困難がこれからの糧になるようです。そう言え
ば、新緑の美しさは冬の寒さのおかげだと聞い
たことがあります。いつも暖かい地域の緑よりも、
寒さを経験する地域の緑の方が鮮やかである
ようです。今年度の皆さんの歩みの上に、神様
の豊かな祝福がありますように。

詩編　第31章 6節

まことの神、主よ、御手にわたしの霊をゆだねます。
ch.31 : 6 Psalm
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各界 で活躍するクリスチャン

１９６２年生まれ。写真家、ジャーナリスト
これまで世界１４０ヵ国を取材し、「紛争」「地球環境」
などを基軸にしたプロジェクトを通し独自の切り口で「文
明論」を展開している。
著書に「すべての生命（いのち）に  であえてよかった」
（日本キリスト教団出版局）、「妻と最期の十日間」集英
社新書、他多数。恵泉女学園大学客員教授。

Japan Evangerical Church Association - Tsurugashima Bible Church

David W. Reedy
理事、学院宣教師　
大学　理工学部准教授

The Experience of  Pentecost

  At first, the word “Pentecost”1 may 

sound very strange to you, but don’t 

worry.  It’s not so difficult.  To help you 

understand this word, you need to 

understand two shapes2.  The first shape 

is a pentagon3.  

We call this shape a pentagon because it 

has five sides.  In Greek, “penta” or 

“pente” means five, and the word 

Pentecost means fiftieth.  Pentecost is 

celebrated fifty days after Easter.  It is the 

day when Christians celebrate the gift of 

the Holy Spirit. The Bible teaches us that 

when the 12 disciples4 and other follow-

ers of Jesus were praying5, they felt the 

Holy Spirit coming down to them.  Why is 

the Holy Spirit important?  The Holy Spirit 

is the third part of the Trinity6 : Father, 

Son, and Holy Spirit.  This is the way 

Christians understand God.

   What is the Trinity?  You probably know 

many words that begin with “tri.”  Triple, 

tricycle, triathlon and triangle may be 

some of them.  This brings us to the 

second shape: triangle.

                

We call this shape a triangle because 

there are three angles.  Yes.  “Tri” means 

three in Latin7 and in Greek.  The union 

of 1. Father, 2. Son, and 3. Holy Spirit is 

how Christians understand God.  

Pentecost is also regarded as8 the birth-

day of the Christian church, and the start 

of the church's mission to the world.  

After the Holy Spirit came down to the 

disciples, people understood the good 

news of Jesus and what it meant for 

everyone in the world.  The arrival of the 

Holy Spirit joined Christ’s followers 

together in starting to build churches all 

over the world.  
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高等部より

女子短大より

大学より

本部より

（宗教主任　相良 昌彦）

（宗教活動委員　秋富 創）

（宗教センター事務室　平野 修一）

（宗教センター事務室　平野 修一）

6/1水　

講師　小池 寿子（國學院大学教授）

特別礼拝

伝道週間

グリーンキャンプ

秋の伝道週間

10：15 青山学院講堂

11/16水　
創立記念礼拝

10：15

青山学院講堂

青山学院講堂

演奏　KISHIKO（ゴスペルシンガー）

講師　Alan and Eleanor Kreider夫妻
（米国Associated Mennonite Biblical Seminary）

チャペルウィーク

5/16月　 16：20～17：45
女子短期大学礼拝堂

公開授業

5/18水　 12：30～13：20女子短期大学礼拝堂

チャペルコンサート

5/20金　 12：30～13：20女子短期大学礼拝堂

11/11金　12：30～13：00女子短期大学礼拝堂

宗教講演

創立記念礼拝

6/13月　17金

女子短期大学礼拝堂他
5/16月　20金

高等部追分寮7/21木　23土

青山学院講堂10/24月　28金

ジョン・ウェスレー回心記念日礼拝

5/24火  
ペンテコステ礼拝

チャペル・ウィーク（前期）

10:30～
相模原・青山

6/13月  10:30～相模原・青山

バッハ・コレギウム･ジャパンコンサート

6/16木  ガウチャー記念礼拝堂

6/14火  19:30～第2部

チャペル・ウィーク（後期）

10/17月　21金
10/17月　22土

青　山

相模原

青　山

相模原 5/23月　28土
5/23月　27金

各界で活躍しているクリスチャンの方
に礼拝でお話をしていただきます。

各界で活躍しているクリスチャンの方
に礼拝でお話をしていただきます。

12/16金

11/15火　
学院創立137周年記念礼拝

ガウチャー記念礼拝堂

11/22火　
Ａｒｔ クリスマス Ａｏｙａｍａ

短大
ギャラリー他

11/25金　
クリスマス・ツリー点火祭

相模原　１６：３０
青　山　１７：２０

CHRISTIAN ACTIVITIES
CENTER NEWS
宗教センターだより
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大学宗教主任
谷口 裕子

ルカによる福音書　第１1章5～1３節門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。
求めない人はいるのだろうか
　だれもが何かを求めて生きています。その求めている
何か自体が、わからないことも多くあります。自分が何を求
めているか知らなくて探している。あるいは、自分には明
確にその目標がわかっていると思うこともあります。それで
も、その目標を手にすると更に次の目標を求めはじめま
す。求めるものがあって必死のときに生きている実感があ
るのかもしれません。求めることも、手に入れることも、また
探すこともゲームではありません。それほどに必要なもの
だからです。それほど真剣に求めているからです。むし
ろ、何を求めてよいかわからないとき、生きていること自体
が停滞してしまっているように感じます。求めること自体で
人は生きているとも言えます。
　求めることは、ひそやかな行為です。「ちょっと欲しいか
ら」と求めるのではありません。今の自分には到底無理だ
と考えるけれど、でもやはり心の底から願うものが誰にでも
あるのではないでしょうか。その願いの真剣さは自分にし
かわからないのではないでしょうか。人に話せば笑われて
しまうような大きな願いや夢をだれもが持っていると思うの

です。否、自分自身でもそのような願いや夢のあまりの素晴
らしさに、自分の意識の底に押し込め、または捨ててしまい、
忘れてしまっている場合がほとんどではないでしょうか。自
分はそのような素晴らしい「求め」に価しない小さな存在だ
と。しかし、その真剣に求める究極の求める目標を聖書は
「永遠の命」という言葉で表現していると考えてもよいでしょ
う。ヨハネ福音書17章3節が有名な言葉の一つです。

自分らしく生き生きと生きる
　「永遠の命」とは、誤解されやすいまた理解がムツカシイ
言葉です。それでも具体的に説明しようとするなら、いつま
でもだらだらと生きているような命のことではありません。
「永遠の命」に日常の生活のなかで最も近い経験は、自分
の好きなことに熱中して我を忘れ、時間を忘れ、気がついた
らご飯を食べるのも忘れて没頭し、しかも、その結果にむな
しさを感じるのではなく不思議な充足感に満たされている
状態です。それと狙ったわけでは無かったが、気がつくと多
くの人に喜ばれる結果を招く行動を取ったときです。「永遠
の命」を生きるとは、移ろい行く時間を忘れて生きていて、し
かも自分の力以上の力を出し切り、その結果が人や社会
に貢献する生き方となる。そのような「生き方」をすることに、

非常に近いと言えます。
　それをもう少しキリスト教の言葉で言うなら、神から与え
られた使命を全うすることです。その人と神だけが約束し
たひそやかな「命」を誰もが持っています。しかし神との約
束は、あまりにもひそやかで、その人のなかに深く隠されて
います。その隠された「命」をはっきりと自覚したとき、自分の
手のひらのなかに納めるにはあまりにも輝いていると畏れ
てしまうような何かです。握りつぶさないように、でもしっかり
と手に持つと、その光が自分を導いていてくれる。そのよう
に思える「生き方」を求めてください。
　求めるとき、一度は必ず否定されるでしょう。はっきりと
ダメだと言われてしまいます。それでも求めなさいと、聖書
は語ります。真夜中に友人の家の戸をたたき、床について
いる友人を叩き起こすようにして求めなさい（ルカによる
福音書11章5節～13節）。非常識です。しつこいです。
執拗です。何故それほどに求めるかと言えば、「それ」が
ないことで自分がどんなに絶望しているかに気づいたか
らです。自分を知ったからです。そのような人にしか、この
ような求め方はできないでしょう。「永遠の命」とは、それ
なしでは絶望しか人間には残されていないことを知った
人だけが求めるものです。「永遠の命」の反対語は「死」

です。生きていても死んだような人生を送っている人はい
ます。自分らしく「いきいきと」生きてこそ「永遠の命」に近
いのです。

「自分を知る」ために「キリストを知り続ける」
　古代ギリシアの哲学者ソクラテスの言葉に「汝、自身を
知れ」というのがあります。自分が何者であるかを知るこ
と、知り続けることが人生の最大の課題であると言うので
す。自分を知るために、人はその時々に何かを求めている
のでしょう。神は、求める者に「聖霊」を与えると聖書は約
束しています（ルカによる福音書11章13節）。聖霊こそが
「永遠の命」について教え、導いてくれます。聖霊はイエ
ス・キリストの十字架と復活の出来事をとおして、神によっ
て与えられ続けています。「自分を知る」という人生最大
の課題は、キリストの一生を深く学ぶことと同義なのです。
イエスとはどのような方なのか。その問いを真剣に、謙虚
に発するとき、聖霊は深く静かにあなたに語りかけていま
す。聖霊の声は聞き分けることが出来るか出来ないほど
に、ひそやかです。聖霊の助けを祈りながら、「自分を知
る」ためにも、自分の深い絶望も、あわい希望もそっと静か
に心に抱きしめてみてください。

Special Issue : Welcome to Aoyama Gakuin

幼稚園教諭
久保 小枝子神
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新入生の皆さん、青山学院での生活はいかがですか。　
各部の方に、新しい仲間に向けた言葉を頂きました。特集  ようこそ青山学院へ

説 教
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　わたしの1年生の時の6年生のパート
ナーは、やさしく、いつも1年生の教室に
遊びに来てくれた。パートナーの村田佳
瑛子ちゃんは、色 な々遊びをしてくれてと
ても楽しかった。最初は遊びに来てもら
っても、ドキドキしてしまって、なかなか一緒に遊べなかった。けれど、たくさん遊び
に来てくれるうちに仲良くなれた。縄跳びの後ろ回しや前回し、綾跳びを、ていねい
に教えてくれた。たくさん教えてもらって、一緒に遊んでいるうちに、最初は苦手だ
った縄跳びが好きになった。
　洋上小学校出発日、かめりあ丸を、佳瑛子ちゃんと、上の階から下の階まで見て
回った。横浜港でお別れの時、佳瑛子ちゃんが投げた紙テープをキャッチできてうれ
しかった。たくさんの紙テープは、6年生と1年生をむすぶ道みたいに見えてすごかっ
たことを今でもよく覚えている。それから、しばらくして洋上小学校から佳瑛子ちゃん
の手紙がとどいて、うれしくてびっくりした。その手紙は、きれいな文字でまとまった文
章で、まるで大人が書いた手紙のようだった。その時に、この手紙のようなきれいな
文字が書けるようになれるといいな、と思った。
　今年4月、ついに自分にもパートナーができる。1年生のちゃんとしたお手本にな
れるか心配だけれど、佳瑛子ちゃんがたくさんやさしく遊んでくれたことを思い出し
て、1年生と、ゆっくり仲良くなっていけるといい。洋上小学校から、新1年生に、きれ
いな字で、読みやすい文章を書き、きれいな絵を書いて手紙を送りたい。あの時の
佳瑛子ちゃんのように。

初等部2年
大いずみ りかこし

ょ
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う
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　1年生のみなさん、ご入学おめでとうご
ざいます。わたしたちは、みなさんが入学
するのをとてもたのしみにしていました。
しょとうぶは、とてもたのしい学校で、みん
なやさしくしてくれますよ。

　しょとうぶでは、まい日れいはいをします。わたしは、あたらしいさんびかをたくさんお
ぼえました。おいのりは、さいしょはやりかたがわからなくても大じょうぶですよ。じぶん
のおもっていることを正じきにかみさまにおはなしすればいいのです。
　しょとうぶには、5つのおやくそくがあります。しんせつにします、正じきにします、れ
いぎ正しくします、よくかんがえてします、じぶんのことはじぶんでします、の5つで
す。わたしはときどきこのおやくそくをまもれないときがあるけれど、りっぱな上きゅう
生になれるようにがんばります。
　しょとうぶの1年生には、6年生と2年生のパートナーのおにいさんおねえさんがい
て、なんでもおしえてくれるし、一しょにあそんでくれます。パートナーさんがやさしい
のは、きっと1年生のときに、やさしくしてもらったからだとおもいます。わたしも1年生
といっぱいあそんでやさしくしてあげます。しょとうぶのなかまだもんね。

中等部教諭
井上 祐貴中

等
部
65
期
生
の
み
な
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ん
へ

　青山学院中等部65期生のみなさん。中等部に入
学してから2ヶ月弱が経ちましたが、今自分が中等部
にいるということをどのように感じているでしょうか。
私にもみなさんと同じときがありました。そう、私もみな
さんと同じく、青山学院中等部54期生として過ごし
た中学時代があったのです。
　5月の後半というと、4月の右も左も聖書の開き方も
わからない時期から少し経ち、ちょうど中等部に慣れ
始めた頃かと思います。私の場合、受験をして中等
部に入ったので友人ができるか心配だったし、小学
校とは違う勉強についていけるか不安でした。特に、
小学校の項目別の小テストから中学校の中間・期末
試験へとテストの形式が変わり、今は自分に合った
勉強方法を探すのに悪戦苦闘…もしくは、目の前の
試験に必死でそれすら考えられていないかもしれま
せん。しかし、今はそれでも良いと思うのです。よく、
「先のことを見通して、計画を立てて物事を考え、実
行しなさい」と言いますが、中学1年生では「目の前
のことに全力で取り組む」ことが最も重要なのではな
いかと思います。今、目の前の課題に全力で取り組
むことを積み重ねれば、たとえ計画性に欠けていたり
その結果が良くなかったりしたとしても、長い中等部
生活の間には周囲から認めてもらえるはずです。逆
に、小手先で物事を切り抜けようとして行動すると、
たとえ計画性がありその結果が良かったとしても、長
い中等部生活の終わりには周囲から信頼されない
人間になってしまうでしょう。
　ここで言う「全力で取り組む」とは何か。それは、
「誠実であること」です。勉強に対して誠実に取り組
むとは、与えられた環境に感謝することです。世の中
には、勉強したくてもその環境が十分に整っていな
い人がたくさんいるのですから。
　友人に対して誠実であるとは、ウソをつかず、相
手を自分と同じ価値ある存在として認めることです。
人それぞれ個性があります。しかし、個性に優劣を
つける権利を一体誰が持っているでしょうか。イジメ
も、相手に対して誠実でなくなったときに起こります。
　勉強にせよ、友人関係にせよ、小手先の技術
に頼るのではなく、誠実であってほしいと願ってい
ます。

　新入園児の皆さま、ご家族の皆さま、ご入園おめ
でとうございます。皆さまがいらっしゃる日を心待ちに
していました。これから３年間、神様に守り導かれて、
共に聖書の御言葉に耳を傾け、祈りを合わせ歩んで
いけたら幸いです。
　私達は、聖書の御言葉を聴き、讃美の歌を歌い、
祈る「礼拝」を通して、神様の計り知れない愛を感
じ、知ることができます。幼稚園では、子ども達の生
活の中心に礼拝を置き、もっとも大切にしています。
合わせて、日曜日にそれぞれの教会で礼拝を守るこ
とを各家庭で大切にして頂いております。
　さて、これらのことを通して神様の大きな愛を感
じ、知っていくことになりますが、この幼稚園にはもう
一つ、神様のなさる業を身近に感じることがありま
す。それは、都会にありながら恵まれた自然豊かな
庭です。この庭は神様が造り、守られる豊かな恵み
で溢れています。子ども達は四季折々、たっぷりとし
た時間の中で、草花、実のなる木、虫や鳥などを通
して、友達とたくさんの発見をしていくのです。
　昨年の秋、園庭の柿の木に555個の実がなりまし
た。子どもたちと保育者は力を合わせて収穫しまし
た。また今はグレープフルーツが豊作になり「いった
い、いくつあるかな」子ども達とグレープフルーツの
木を見あげて心躍らせて数える毎日です。また、例
年、数えきれないほどのおたまじゃくしが池に泳ぎま
す。これは毎年3月初旬に冬眠から覚めたヒキガエ
ルたちが池に集まり、産卵し、孵ったものです。冬眠
から覚めたカエルに出会えた時、寒い冬の間も守り
導いて下さった神様の御業を感じ、子ども達もそし
て私達も喜びで溢れるのです。
　聖書のマタイによる福音書6章26節にこのような
御言葉が記されています。「空の鳥をよく見なさい。
種も蒔かず、刈り入れもせず、倉に納めもしない。だ
が、あなたがたの天の父は鳥を養ってくださる。あな
たがたは、鳥よりも価値あるものではないか」。子ども
達は神様の造られた自然を通して神様の愛を感じ
ていきます。それらの自然以上に神様は私達一人
一人を愛し、守り導いて、養い育てて下さるのです。
神様を知り、その愛と恵みを感じ、心安らかに一日
一日大切に共に過ごして参りましょう。

高等部3年
伊藤 啓起高

等
部
へ
よ
う
こ
そ　新入生の皆さんご入学おめでとうございます。

　2011年度青山学院高等部生徒会長の伊
藤啓起（いとうひろき）といいます。もし学校で
見かけたりしたときは気軽に声をかけてくれた
りしてくれるとうれしいです。今回はどうやったら
楽しい学校生活が送れるのか、僕が今までの
高校生活で感じたことを少しお話ししようと思
います。
　まず、はじめに、青山学院はキリスト教主義の
学校です。高等部でも2時限目が終わると、毎日
15分間の礼拝の時間があったり、授業にも聖書
という時間割がありキリスト教について学んだり
と、普段の学校生活の中にキリスト教と触れ合う
機会がたくさんあります。
　でも、高等部に入学して初めてキリスト教に
触れたという人にとってはいきなり礼拝とか、聖
書とか神様などと言われるとなんだか重たく感
じてしまうかもしれません。僕も青山学院に入学
してすぐの頃は正直少し抵抗がありました。で
も、礼拝も毎日受けていれば自然と慣れてきま
すし、慣れてくると先生たちのいろいろなお話
が聞けて楽しいなと思えてきます。最初はつら
いかもしれませんが、あまり重たく考えずに色々
な考え方があるなと先生たちのお話に耳を傾
けながら徐々になれていければいいと思いま
す。礼拝の時間を有意義に過ごすことができれ
ば学校生活も変わってきますよ。
　あとは、自分の好きなことを見つけてそれに打
ち込むことができるといいと思います。例えば、
部活をがんばる、趣味に熱中する、友達をたくさ
ん作ってたくさん遊ぶとか。もちろん勉強も忘れ
ちゃいけないですけどね。当たり前のこととも思
うかもしれませんが、そういったことをちょっとだ
け意識しながら生活してみてください。そして、
その中でできた仲間、クラスメイトや部活でのチ
ームメイトなどそんな仲間を大切にしてください。
　仲間と過ごす時間が一番の宝物になると
思います。高等部での3年間がすばらしい時
となりますように。
　一緒に楽しい学校生活を送っていきましょう。

大学　法学部法学科4年
池田 麻奈美未

知
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　新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい
ます。入学してから１か月ほど経ちますが、いか
がお過ごしでしょうか。
　みなさんは大学という新しい環境に期待や
不安をいだいていることでしょう。私自身も新し
い友人との出会いに喜んだり、専門性の高い
講義に戸惑ったりと入学してすぐの頃は期待
と不安でいっぱいでした。しかし、一番衝撃を
受け、戸惑ったことは「キリスト教との出会い」
でした。みなさん御存じの通り、青山学院はキ
リスト教主義の学校です。しかし、私はこのこと
をあまり意識せずに入学したため、入学式で
の讃美歌に驚き、学内にチャペルがあり、毎日
礼拝があることにすごく違和感がありました。
その違和感は入学してからしばらく消えません
でしたが、キリスト教概論という講義を受け、そ
して礼拝に出席していく中で徐々に薄れてい
き、むしろキリスト教というものにどんどん魅かれ
ていきました。大学に入るまで聖書というものに
触れたこともない私でしたが、大学2年生の春
に洗礼を受け、いまではクリスチャンとして神の
導きに従って歩む者となりました。
　みなさんも大学生活の中でこのような衝撃
的な出会いというものを経験することでしょう。
そのような時どうしたらよいのか。クリスチャンと
なってわかったことは何か未知なるものに出会
う、それは神が私たちをその未知なるものに導
いてくださっているということ、そして私たちが
歩む道には必ず意味があり、その道は神が一
人一人に用意してくださっている、すなわちそ
の道の中で出会う未知なるものも神の御計画
の中の一つなのだ、ということです。神の御計
画なのですから、恐れることはありません。学生
生活の中で出会うことには自ら歩み寄り、積極
的にチャレンジしてみてください。また、もし神の
導きが見えず道に迷いそうになったら、どうぞ
礼拝に足を運んでみてください。きっと進むべ
き道が見えてくることでしょう。入学されたみな
さんの歩みの上に神の祝福がありますよう、心
からお祈り申し上げます。

女子短期大学　
教養学科准教授

輪島 達郎神
の
前
に
真
実
に
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き
、真
理
を
謙
虚
に
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求
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聖霊なる神、わたしは、自分が自分というものを知らないことを認めます。自分の計りで
相手を計らないようにします。ただ聖霊の光のなかで、自分を知り、他者を理解する者
とならしめてください。主イエス・キリストの御名によりこの祈りをささげます。アーメン

初等部6年
籏 眞由花

祈り ：

　「青山学院教育方針」という文書があって、いろい
ろなところに掲載されているのでぜひ読んでいただき
たいのですが、これを読むたびに、自分の研究や教
育、日ごろの人生態度を反省させられます。その中に、
「神の前に真実に生き、真理を謙虚に追求し」という
言葉があります。この言葉について、少し考えてみた
いと思います。
　私たちの精神や社会を奥深くで規定しているものと
して「不安」がしばしば挙げられます。19世紀の実存
哲学や精神分析学ですでに使われていた概念です。
しかし、近年私たちをおおっている「不安」は、哲学者
や精神医学者でないと指摘できないような難しいもの
ではありません。むしろ、生命保険や健康食品の広告
があふれているのを見ればわかるように、人生のさま
ざまなリスクへの不安に対処することは、もはや生活の
一部です。
　他方で、病気、戦争のようなリスクは、地域にもよりま
すが、50年前と比べればかなり減ったに違いありませ
ん。では、なぜ不安は増大しているようにさえ感じられ
るのか。脅迫されているからです。「流行に乗り遅れる
ぞ」「あなたの手は雑菌だらけ」「そんなスーツじゃ内
定は取れない」「加齢臭は嫌われる」。不安をあおるメ
ッセージがあの手この手で流されています。
　ここまで日常的に不安をあおられていると、何でも他
の人と違うと不安になってしまいます。日本には表現を
抑制する文化があると言いますが、すでにこれは外観
や表現の問題ではなく、自分のスタイルや好みや考え
を持つこと自体にたいする不安です。
　ところで、「学ぶ」ことにおいて、このような不安は大
きな障害となります。多様な視点や、対立する意見の
存在に耐えられなければ、視野を拡大していくことは
できません。就職活動においてもそうです。「自分は他
の人とどこか違っていないか」ということばかり気にす
る人の結果は知れています。
　「神の前に真実に生き、真理を謙虚に追求」するこ
とは、今日においては、営利目的のために日々 作りださ
れている不安からいかに逃れて、精神を自由に活動さ
せていくか、ということにかかっているように思います。
自由な青山学院で、自由な精神を獲得してくださいま
すように！


